
平成12年度秋田市文化章と文化功績章の受章者が決まりました。秋田
市文化章は昭和26年に制定され、学術・芸術・産業・体育などの各分野
で、長年にわたり市の発展に大きく貢献したかたに贈られるものです
また、文化功績章は市の文化行政に貢献したかたに贈られます。これま
での受章者は、文化章が216人･８団体、文化功績章が９人･２団体とな
りました。
表彰式は、11月２日(木)午前10時から、文化会館で行います。
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(牛島東一丁目・79歳)

13歳から柔道の道に志し、国体連続13回出場

全国鉄柔道大会個人優勝５連覇など多くの大会で

優秀な成績をおさめました。また、秋田県警師

秋鉄局柔道部監督など、指導者として多くの名選

手を育てました。昭和45年からは柔道場を開設

青少年の健全育成に貢献しています。柔道８段。
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滝田宗林
そう り ん

さん (瀧田レイ)
(旭南二丁目・70歳)

昭和25年、表千家茶道に入門。県茶道連盟理

事、表千家同門会副支部長・県支部参与として

茶道の普及・発展に貢献しました。合同茶会や

チャリティー茶会、家元を迎えての東北献茶祭な

ど文化事業の推進に尽力しています。

、
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「社会に出てからも通用する人間を育てること

が信念です。柔道によって培われたたくましい心

身は、生涯を通じて大切なものとなります。自分

がこれまで貫いてきた、礼儀や伝統を重んじる柔

道を子どもたちにも伝えていきたいと思います」

「400年にわたる表千家の歴史を伝承していく

責任を常に意識しています。茶道の魅力は、道具

や作法を通して、季節の移ろい、ものの価値観を

見いだせることです。『お茶』という伝統的な文

化に触れる時間が、日常生活の潤いになってくれ

たらうれしいですね」

秋田市文化章


